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反第家畜の飼養に関する研究の動向について

北海道農試

今春，短期間ではあるが，英国の 20 3の研究機

関を訪れる機会を得たので，そこで、触れ得た幾つか

の知見をもとに反錦家畜の飼料利用あるいは栄養生

理の分野の研究の動向について述べてみたし、。訪門

先は国立酪農研究所，草地研究所，ハナ研究所，ロ

ーエット研究所その他の，主として飼養ならびに応

.用分野に関する研究部円であるo

イ 粗飼料利用の分野

良く知られているように英国では約 1，300万頭

の牛と約 3，000万頭に及ぶ羊が草地を主体として

飼育されており，牧草利用に関する研究への関心は

高く，各研究所ともに自給飼料に関する研究を行な

っているO そのうち，草地研究所の草の栄養価の評

価に関する研究分野では，牧草の飼料成分と消化率，

採食性，代謝エネルギーとの相関を明らかにすると

ともに，発育。肥育時における正味エネルギーの評

価に発展している O 英国では，草の品質判定ビD価

(有機物の消化率)を用いているが， D価の高いも

のほど採食量は多くなってくる。牧草採食量に対し

ては，一方，草の成分含量との関連を明らかにしよ

うとする試みが多いが，ここでは草の CWC(細胞

膜構成分)含量と可溶性糖含量から採食性を推定し

.得る計算式が求められているJで、仁 、調家畜

におけるエネルギー給与標準 "(1975，英，飼

養標準)には，草の粗蛋白質，その他の成分から可

消化エネルギー，あるし、は代謝エネルギー含量を推

定する計算式が幾っか採用されているが， これら

の研究の継続として，さらに，草の Kf価の検討が

すすめられている訳であるO このKf価とは草の代謝

エネルギーを正味エネルギーに換算するときの係数

であるO 草の正味エネルギー含量は，草種，生育時

期によってかなり違うが，その後の一連の研究はこ

れと牧草成分の関連を明らかにしよμうとするもので

ある。正味エネルギーの測定には羊を用いた比較屠

殺法が応用されている。この結果，牧草成分では蛋

白質由来のエネルギ)含量と低級脂肪酸の生産比率

大森昭一朗

がこの Kf価の高低に関係しているとしヴ。今後，

この問題は羊のエネルギー代謝装置を用いて研究を

すすめる予定のようである (D.F. Osbownら)。

この研究所では牛乳ならびfこ牛肉生産のために効

率の良い放牧方法の検討も行なわれているが， Dr. 

Le Duは放牧強度を残存草丈から推定し，残存草

丈が 7cmの時，牛乳生産に最も効率的な放牧強度に

なるとしているO この残存草丈は肉牛飼育の時にも

有効な指標であるとし、ぅ。同氏は放牧の試験を開始

して 5年目，この数値を確認するためさらにもう一

年試験を反覆する予定であり，根気強い。

また，牧草だけの給与でどれだけの乳量を期待し

うるかとしづ試みも行なわれ，サイレージ，乾草，

人工乾草(へイキュープ)を組み合せて給与した場

合，日量 30 kg，乳期乳量 6，20 0 kgを挙げること

が可能であるという (JoC.Tayler)。 まずこ，

牛肉生産でもこの組み合せで，日増体 1kgは可能で、

あるとしているが，人工乾草の使用は経済的には，

まだ引き合わないようである O 牛肉生産ではこれら

の牧草だけの組み合せよりもコーン。サイレージの

導入がより現実的な方法としているが，いずれにして

も土地面積当りの牛乳，牛肉生産をどれだけ効率的

に行いうるかということは大きな課題のひとつであ

るO

スコットランドではとうもろこしの導入はほとん

どなく，牧草，とくにベレニアル。ライの利用が主

体である。ハナ研究所でも，サイレージ利用ならび

に放牧に関する試験を行なっているが，スコットラ

ンドの放牧収量は平均 6 トン (DM)/haであり，

これを 10トン/haにするための施肥管理がひとつ

の技術目標となっている O 窒素施用量の増量がその

手段であるが，目下のところグラス。テタニーの心

配はないという (M.E.Castle)。両研究所ともに

グラスサイレージの調製には軽度の予乾と添加物の

使用を原則としてすすめており，さらに良品質のサ

イレ}ジ調製技術の確立を心がけているO

牧草の分画利用に関する分野の研究は国立酪農研
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究所，ならびにローエット研究所で行なわれている

が，すでに一部実用化の段階にある。ローエットで

は牧草の抽出液は豚の飼料として利用し，抽出残漬

は牛，羊用に利用しているが，牧草抽出液を添加し

た大麦の豚への給与試験では，その栄養価値は魚粕

にほぼ匹敵するという(A c. S . J one s )。

口 栄養生理の分野

ノレーメン発酵は牛が草類を消化利用するための特

殊な消化機構であり，低品質の飼料を消化する上で

極めて有効な機構であるが，一方，発酵によって飼

料の有効エネルギ」の損失を受けることも避けられな

い。この発酵による可消化エネルギーの損失は 10 

~ 2 0 %にも達するが，この損失を抑え，かつ，正

常な消化が営まれれば，その益するところは大きい

と考えられる。この損失は主にメタン産生に由るもの

である O メタン形成の過程については，まだ不明の

点が多いが，ルーメン内ではプロピオン酸からのメ

タン形成を抑えることが最も可能性があり，効果的

と考えられている。(この点に関して，最近，アメ

リカで開発された牛の増体促進剤ルメンシンの作用

機序はこのプロピオン酸生成を増加させ，メタン形

成を抑える点にあると考えられている)。

ハナ研究所でも，このルーメン発酵の制御に関す

る研究を進めている O 多様な第 1胃発酵条件の規制

を検討するためには簡易な人工ルーメン法を開発し，

また，実際に牛を用いての飼料効率の改善試験を実

施する心要があるO 開発された人工ルーメンは，

"Ru site c"とし、う単純な機構のもので，第 1胃内

微生物相を大きく損なわす.に長期にわたる培養が可

能であるとし、し、，発酵抑制物質の検索に使用されて

いる。しかし，乳牛を用いた実験で、は，牛乳成分な

どに変化を及ぼすノレーメン発酵の制御は可能である

が，飼料効率に明確な効果を示すまでには至ってい

ないようである(J ."¥¥ん Czerkawsky，J .LoCl-

appertonら)。

草地研究所ではルーメン発酵過程のシュミレーシ

ヨン・モデルの作成を試みている。ルーメン発酵な

らびに発酵産物の利用に関係する系は複雑であるの

で，かなり綜合的な視野からの追求が必要であり，

この研究はオーストラリアの研究者との協同研究とな

っている O 現在まで、に，従来の知見に加えて，独自

の実験によって実測値と計算値の適合性の検討がく

りかえされているO その結果，小腸への蛋白質の移

動量，ルーメン内における飼料成分の分解量を飼料

成分から推定する関係式を得ており，また，ル}メ

ン内の蛋白質，脂肪の合成量あるいは炭水化物の小

腸への移動量の推定式の検討も行なっているO また，

実用的にはホルマリン添加サイレージでは， 無添加の

ものに比べて，小腸に移動する蛋白質は多くなり，

蛋白質栄養に関して，ホルマリン添加サイレージが

有利であるという報告もだされている (D.E. 

Beever)。
ハナ研究所では，また，グラス。サイレージの栄一

養価値向上に関する研究をすすめている O 牧草はも司，

ともと反拐家畜の飼料の基本として重要なことは申

すまでもないが，一方，乳量の増加，増体促進などー

高い生産性を要求する飼養技術が導入されている昨

今では，必らずしも，その要望に応えうる飼料とは

し、し、得ない側面をもっている。 Dr . P 0 C. Tho mas 

はグラス。サイレージの採食性に不満を持ち，その

栄養的欠陥について検討しているO その欠陥はサイ

レージの蛋白質の分解。変性に由来するものではな

いかとしみ仮説に立っているO これは，グラス oサ

イレージの採食量を増加させようとするとき，大麦

などのでんぷん質飼料よりも大豆粕などの蛋白質飼

料を添加する方が効果的であること，また，サイレ

ージ多給時には牛乳無脂固形分率が減少するらしい

という成績，さらに，サイレージ多給時の山羊の体

内メチオニン・プールが減少しているとしヴ成績な

どを背景にしたものである。これらに関連して，搾a・
乳牛における窒素出納に関する試験，消化管内容物ー

の移動に関する試験が精力的に行なわれている。

(グラス・サイレージの採食規制要因として，窒素

摂取量が問題らしいとし、う成績はわが国でも最近，

広島畜試から報告されているところである。)

また，グラス。サイレージ多給時に濃厚飼料を追

加給与すると，予期に反してルーメン内プロピオン

酸比は増加せず，酪酸比が増加するとしろ報告もだ

されているが，この点，根釧農試の報告と符合し，

興味ある問題である。

国立酪農研究所では， Dr.JoDoSuttonが乳

牛を使用して，消化管内容物の移動ならびに低級脂

肪酸生産量測定の試験をすすめているO これらは飼
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料の構成，形状などと牛乳生産との関係をさらに明

らかにしようとする一連の研究に関係したものであ

る。例えば，とうもろこし多給時には大麦多給時よ

り乳量が少なく，一方，乳脂率の低下は大麦多給区

が著しいなどの成績を得ているが，消化管各部での

消化の状況をみると，とうもろこしのルーメン内消

化の程度は大麦に比べて低く，また，微生物蛋白質

の合成効率も低いなどの知見が得られ始めている。

この実験では 12指腸にリエントラント・カニュー

レ(特殊なカニューレ)を持つ泌乳牛をー乳期に

わたり飼養しており，まずこ，ルーメン内低級脂肪酸

生産量の測定はアイソトープ稀釈法によっている爪

.従来の方法そのままでは泌併を用いた実験のときに

必らずしも予期した成績を得ることができず，測定

術式の再検討を始めるなどかなり広範な根気強い実

験をすすめている点が注目された。

ローエット研究所では，すでに泌乳牛の第 4胃に

ク、、ルコース，カゼインを注入して乳量，乳成分に対

する影響を調べ，第 4胃への純蛋白質の投与が高能

力牛の牛乳生産を高めることを証明している(E， 

R.〆rskov，RoN.B .Kay )。このことは，現在

の飼養法では高能力牛の潜在的能力を十分に発揮す

るまでにいたっていないことを意味するものとして

注目されるO もし，第 1胃における蛋白質合成能力

を向上させるか，または，第 4胃以下により多くの

良質蛋白質を補給する飼養方式が開発されるならば，

高能力牛は現時点以上の能力を発揮することが可能

なことを示唆するものであり，この種の成績はすで

. に英国以外でも報告されているo

ハ乳牛飼養の分野

乳牛飼養に関する分野では，世界的にも高能力牛

の飼養法が問題であり，とくに，分娩前後における

栄養素の動態と飼料給与の研究が当面の主要な課題

となっているO 国立酪農研究所では，乳牛の任意採

食性に関する研究(J. A・Binesら)，牛乳生産能

力と内分泌機能との関係 (I.C.Hurtら)，また，

高エネルギー飼料の開発 (J.E.Storryら)，さ

らに，前述の各種飼料の消化と利用に関する研究

(Dr .Suttonら)などがすすめられ，これらは，

さらに協同して高能力牛の栄養生理的特質の解明や

飼養法の効率化の研究に発展しているようにみられ

るO また2 一方で、は乳牛の窒素代謝や泌乳初期にお

ける栄養素代謝に関する基礎的な研究課題もとり上

げられているO また，これらとは別に， 1群 50頭，

3処理の試験牛を用いてP 栄養水準を変えて長期に

わたり飼養する試験も行われ，ここで、は，栄養水準，

飼料構成に対する乳牛の生産反応を慣行的飼養条件

のなかで観察されている (WoHoBrosterら)。

この種の飼養試験はすでに過去 10数年にわたり継

続されており，乳牛の栄養水準と牛乳生産に関する

多くの優れた成績が報告されていることは良く知ら

れているところである。これらの長期にわたる飼養

試験で得られた成績は，さらに基礎分野における幾

つかの試験とうまく連けいしているように思われる。

こその他

子牛の晴育の分野では代用乳の開発研究があるO

代用乳の主原料である脱脂粉乳はEC諸国では生産

過剰の傾向にあるといわれ英国も例外ではないが，

脱脂粉乳は子牛の飼料としては高価に過ぎるため，

その代用品の開発が必要であるとし、ぅ。 SC P (石

油酵母蛋白)が脱脂粉乳の一部を置き変えるために

利用されているが，これによって脱脂粉乳は約 30 

婦節約されるという (I.J.F.Stobo)。英国で

はSCPを子牛，子豚の飼料として使用することが

認められているが，いずれにしても高価な脱脂粉乳

を節約し，少しでも生産コストの引き下げを計ろう

とする意欲がみられる。

Dr .〆rskovは，また，食道溝反射を利用した

液状飼料の給与法についての研究をすすめている吟

この方法は飼料を第 1胃における発酵を避けて利用

しようとするものであり，食道溝反射を条件づけす

ることによって液状飼料を第 4胃にノミイパスさせる

ことに成功しているO この種の試験は最近，わが国

でも阿部らによって検討されている。しかし，現在

のところ，液状化して給与した飼料は必らずしも効

率的に利用されるにいたっていないようである O こ

れは試験飼料の粗センイ含量が高すぎたためによる

もので，さらに，良質の飼料あるいは適正な飼料構 この他， ローエット研究所でも子牛の晴育，育成

に関する研究が行なわれているが，ここで、は，めん

羊の多産技術研究の一環として，母羊の栄養管理，
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成について検討する必要があるとし、ぅ。



子羊の晴育技術の開発がDr . J 0 J 0 Ro b i ns onら

によってすすめられている。供試羊はフィニッジュ・

・ランドレース種とドルゼット・ホーン種あるいは

サホーク種との一代雑種，あるいはそれらの三元雑

種が用いられており，種々の飼養試験，比較屠殺法

などにより母羊・子羊の養分要求量などが検討され

ているO

この他，肉用牛の代償成長に関する研究，麦稗類

のアルカリ処理に関する研究，乳牛への脂肪添加飼

料の開発なども行なわれていたが， このうち，第 1

胃内で分解されずに第 4胃以下で消化されるという

被覆脂肪の利用に関する研究(J . E. Storry)は，

すでに実用の段階に入っていた。

以上，極めて簡単ではあるが，見聞した範囲で、の

反拐家畜の栄養生理に関する研究の動向に触れた吟

この他，ルーメン微生物，消化生理，環境生理，さ

らに代謝障害に関する広範な研究が行われているこ

とを申しそえておきたいう
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